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①
後
部
席
シ
ー
ト
ベ

　
ル
ト
が
完
全
義
務
化

　
運
転
者
の
努
力
義

務
だ
っ
た
助
手
席
以

外
の
同
乗
者
（
後
部

席
な
ど
の
同
乗
者
）

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
義
務
が
、
改
正
後

は
完
全
義
務
化
と
な

り
ま
す
。

※
高
速
道
路
で
の
違

　
反
の
み
、
運
転
者

　
に
行
政
処
分
点
数

　
１
点

②
自
転
車
の
歩
道
通

　
行
可
能
要
件
の
明

　
確
化

　
自
転
車
は
車
道
通
行
が
原
則
で
す
が
、

次
の
要
件
を
満
た
す
と
き
は
歩
道
を
通

行
で
き
ま
す
。

　
ア
、「
歩
道
通
行
可
」
の
標
識
な
ど

　
　
　
が
あ
る
と
き

　
イ
、
児
童
や
幼
児
な
ど
が
運
転
す
る

　
　
　
と
き

　
ウ
、
車
道
ま
た
は
交
通
の
状
況
に
照

　
　
　
ら
し
て
、
や
む
を
得
な
い
と
認

　
　
　
め
ら
れ
る
と
き

　
児
童
、
幼
児
の
自
転
車
乗
車
時
に
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
よ
う
に
、
努
め

ま
し
ょ
う
。

③
75
歳
以
上
の
人
や
聴
覚
障
害
者
の
保
護

　
75
歳
以
上
の
人
や
聴
覚
障
害
者
は
、

普
通
自
動
車
を
運
転
す
る
場
合
、
そ
れ

ぞ
れ
内
閣
府
令
で
定
め
る
「
高
齢
運
転

者
標
識
」「
聴
覚
障
害
者
標
識
」
を
表

示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
罰
則
　
４
千
円
の
罰
金
と
行
政
処
分

　
　
　
　
点
数
１
点

　
70
〜
74
歳
の
人
で
、
身
体
機
能
の
低

下
な
ど
で
運
転
に
不
安
が
あ
る
と
き
な

ど
は
、
高
齢
運
転
者
標
識
を
表
示
す
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
地
域
安
全
推
進
室

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

３
９
０
４

自転車及び歩行者専用

並進可

自転車専用

自転車横断帯

主
な
改
正
点

1213

　
「
児
童
福
祉
週
間
」

と
は
、
国
民
の
間
に

児
童
福
祉
の
理
念
や

制
度
の
周
知
を
図
り
、

児
童
福
祉
に
対
す
る

理
解
と
認
識
を
深
め

る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
、
昭
和
22
年
よ
り

毎
年
５
月
５
日
の
「
こ

ど
も
の
日
」
を
中
心
に
、

全
国
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
家
庭
や
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

平
成
20
年
度
「
児
童
福
祉
週
間
」
標
語

「
つ
た
わ
る
よ
　
め
と
め
を
あ
わ
せ

て
　
は
な
し
た
ら
」

　（
与
那
嶺
　
暁
さ
ん
　
沖
縄
県
）

　
児
童
福
祉
関
係
の
心
配
ご
と
な
ど

は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
子
育
て
支
援
課

　
　
０
８
６
９
―

２
６
―

５
９
４
６

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
毎
年
５
月
を

「
赤
十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
、
赤

十
字
事
業
の
増
進
と
、
赤
十
字
を
支

え
る
社
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
赤
十
字
の
人
道
的
任
務
を
遂
行
す

る
た
め
の
活
動
資
金
は
、
奉
仕
者
で

あ
る
皆
さ
ん
の
尊
い
奉
仕
活
動
に
よ

っ
て
寄
せ
ら
れ
た
社
費
と
寄
付
金
な

ど
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
こ
の
運
動
の
趣
旨
を
深

く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部

　
瀬
戸
内
市
地
区

　（
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
内
）

　
　
０
８
６
９
―

２
６
―

５
９
４
１

子育て支援ネットワーク交流会  
を開催しました

　ゆめトピア長船で２月15日、瀬戸内市子育て支援ネ

ットワーク設立後、初めての交流会を開催しました。

市内の子育て支援に関わる５３の機関・団体・組織・

グループなどの代表者約１００人が一堂に会し、岡山

保健所下川課長による「地域ですすめる子育て支援」

と題した講演を聞いた後、市内4団体が子育て支援活

動の発表を行いました。

　活動発表内容は、次のとおりです。

瀬戸内市栄養委員会
　　　「手づくりおやつで　子育て支援！」
瀬戸内市愛育委員会
　　　「地域のお母さんとしての愛育委員活動」
邑久町更生保護女性会
　　　「みんなで支え合い　あたたかい子育て支援」
瀬戸内市子育て支援課
　　　「地域の底力！　ファミリーサポートセンターを 
       　 ご存知ですか？」

　参加した皆さんから、次のような感想が寄せられま

した。

（一部抜粋）

　一人でも多くの人に、子育て支援の輪が広がること
を願っています。
■問い合わせ先
　市子育て支援課

　　０８６９ー２６ー５９４７

今の子育てを考えさせられる会でした。上からで
なく、共に育ち合えるネットワークづくりができ
ればと思います。自分自身も育てられる場になる
のだなと感じます。少しでも役に立てるよう頑張
りたいです。
活動報告は、どの報告をきいても、根底に思いや
りや愛情があふれており、素晴しいことだと思い
ました。子育ては、行政だけではなく、地域のこ
うした皆さんの活動が本当に大切だと思いました。
知らないことがたくさんあり、大変勉強になりま
した。
瀬戸内市内の子育て支援ネットワークの関係者が、
このようにたくさんいることを知ることができて
良かったです。情報誌をまた参考にしたいと思い
ます。

○

○

○

　
火
災
、
水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
、

い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
、
地
域
防

災
の
要
と
な
っ
て
い
る
の
が
消
防
団
で

す
。
し
か
し
、
消
防
団
員
の
就
業
形
態

も
昔
と
は
大
き
く
変
わ
り
、
約
７
割
が

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
防

災
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
消
防

団
の
活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備
が
求

め
ら
れ
、
事
業
所
等
の
消
防
団
活
動
に

対
す
る
一
層
の
理
解
と
協
力
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
瀬
戸
内
市
で
は
、
４
月
１

日
か
ら
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制

度
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
一
定
の
消
防
団
員
を
有
す
る
事
業
所
・

就
業
時
間
中
の
出
動
に
配
慮
し
て
い
る

事
業
所
・
所
有
す
る
防
災
資
機
材
等
の

提
供
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
な
ど
に
、

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
」
を
交

付
し
ま
す
。

　
事
業
所
と
し
て
の
消
防
団
活
動
へ
の

協
力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認
め
ら

れ
、
地
域
防
災
体
制
の
よ
り
一
層
の
充

実
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
消
防
本
部
総
務
課

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

１
３
３
３

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
始
ま
る
！

改正道路交通法が6月1日から施行

５月５～１１日は児童福祉週間い
ま
、
救
わ
な
け
れ
ば

　
赤
十
字
活
動
資
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す


